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③電源盤 

 

外部電源及び非常用㧰㧛㧳の電力は、高圧電源⋚、ࡢࡄーセンター、低圧電源⋚を経

由して各機器に供給される。また、੤ᵹ電源喪失時に最低㒢の監視機能等を確保するた

めに直ᵹ電源⋚（バッテリーあり）が用意されている。 

 

今回の津波襲来により、１号機から５号機までは常用系、非常用系の高圧電源⋚がす

べて被水しており、઒に外部電源や非常用㧰㧛㧳が機能していたとしても電力を必要と

する機器に供給することができない状況であった。 

 

また、ࡢࡄーセンターについても大ඨが被水しており、高圧電源ゞなどの接続น能な

箇所は㒢られてしまう状況であった。 

直ᵹ電源⋚の被害については、１号機、２号機及び４号機で被水したが、３号機、５

号機及び６号機では被水していない。３号機、５号機及び６号機の直ᵹ電源⋚は、ター

ビン建屋の中地下㓏に設置されていたことで浸水被害が及߫なかったものと推定され

る。 

 

建屋への大規模な浸水が生じた施設では、建屋最地下㓏の浸水が㗼⪺であり電源⋚の

被害もこれに対応している。最地下㓏に設置してあった電源⋚は被水の被害を受けてい

るのに対して、中地下㓏（一部被水の被害を受けているものあり）に設置してある電源

⋚は、被水を఺れた。 

また、最地下㓏に設置してあっても、建屋周囲の浸水高に対して建屋への浸水経路と

なる非常用㧰㧛㧳給気ルーバ等の最下┵が浸水高より上に設置され、浸水経路となる࠳

クト、ト࡟ンチ等の⽾ㅢ部もない箇所では、建屋への浸水がなく、設備も被水していな

い。５号機及び６号機の非常用㧰㧛㧳や６号機の非常用電源⋚（高圧電源⋚、ࡢࡄーセ

ンター）などがこれに⹥当した。 

なお、６号機については、ⓨ冷式の㧰㧛㧳（６㧮）のみならず、高圧電源⋚、ࡢࡄー

センターといった電源⋚（非常用電源系㧰系）も被害がなかったことから、供給先の機

器を作動継続させることができた。                 【添付７－４】 

 

④屋外の被害状況 

 

福島第一原子力発電所においては、海側エリア（敷地高㧦1�2�㧗４m）に設置されて

いた No.１重ᴤタンク（大きさ㧦直ᓘ１１．７㨙�高さ９．２㨙、重量㧦３２トン）が、

津波により１号機原子炉建屋・タービン建屋北側の構内道路（敷地高㧦1�2�㧗１０㨙）

までṫᵹするなど、多数のṫᵹ物が確認されている。また、㚢ゞ中のゞਔも多数ṫᵹし

た。 
 また、主要建屋設置エリアにおいては、津波により࠳クトのࡂッチの⬄等がᵹ失・損

傷し、開口部となったのが１～４号機側（敷地高㧦1�2�㧗１０㨙）で２０箇所、５，６

号機側（敷地高㧦1�2�㧗１３㨙）で５箇所確認されている。 
 なお、開口部の数については、ⅽ␕のሽ࿷等により状況を確認できなかった箇所が多

数ሽ࿷することから、さらに多かったน能性がある。 

 

 


